
22

人と人とがやさしさでつながり、助け合える
●助け合える「仕組み」や「機会」を地域社会とともにつくる
●さまざまな資源をつなぐ
●くらしのインフラとしての役割を担う

健康でいきいきとした毎日を送れる
●笑顔あふれる食卓づくりを提案する
●情報があふれる今だからこそ正直・誠実に
分かりやすいカタチで伝える

●だれもが利用しやすい「場」づくりをすすめる

自然環境と共に生きる
●より良い消費行動・運動につなげる
「消費のスタイリスト」を目指す
●地域の資源を循環させるコーディネーターとなる
●防災力NO.１の地域づくりを推進する

みんなが笑顔で、安心できる
●安心して子育てができるよう世代をこえてつながる
場づくりを実現する

●誰もが働きやすい社会づくりを推進する
●世界平和を願う運動体として進む

パートナーシップ

貧困 まちづくり 生産・消費

まちづくり健康と福祉飢餓 生産・消費

海の豊かさ気候変動エネルギー 陸の豊かさ

教育 人権・平等成長・雇用 平和

コープこうべ
グループの紹介

2015年9月、ニューヨーク国連本部に
おいて、「国連持続可能な開発サミッ
ト」が開催され、150を超える加盟国
首脳の参加のもと、その成果文書とし
て、「我々の世界を変革する、持続可能
な開発のための2030アジェンダ」が
採択されました。そこに盛り込まれて
いるのが、“誰一人取り残さない”社会
の実現に向けた、世界を変えるための
17の目標「SDGs（エスディージーズ）」。
途上国も先進国も含めた世界中の一
人ひとりに関わる取り組みで、2016年
1月から実施が始まっています。

SDGｓ（持続可能な開発目標）とは…

「生協の父」とも呼ばれる賀川豊彦の指導のもと、
コープこうべの前身となる２つの購買組合
（「神戸購買組合」「灘購買組合」）が誕生したのは
今から100年前のこと。
これまで「愛と協同」の精神を原点に、組合員が
心と力を寄せ合い、くらしの安心をつむいできました。
創立100周年を迎えた今日、コープこうべは次の100年を
見据えた2030年ビジョン「ターゲット２０３０」を策定しました。
「誰一人取り残さない」社会の実現を掲げるＳＤＧｓの考え方に共鳴しつつ、
2030年のありたい社会の実現に向け、取り組みを進めます。

ＳＤＧｓ

ターゲット203 0

2030年のありたいまち、くらし／みんなが（で）できること 対応する主なＳＤＧｓ 共通するＳＤＧｓ
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